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記
憶
と
記
録

東
京
都
区
幹
事
長　

山
本　

敏
倖　

　

来
る
五
月
二
十
六
日
都
区
協
は
創
立
三
十
五
周
年

記
念
俳
句
大
会
を
迎
え
る
。
現
在
、そ
の
行
事
の
準

備
が
会
員
総
意
の
も
と
に
進
行
中
で
あ
る
。
一
口
に

三
十
五
周
年
と
言
っ
て
も
、
そ
の
来
し
方
は
想
像
を

絶
す
る
も
の
が
あ
る
。
今
は
そ
れ
を
振
り
返
る
こ
と

よ
り
、そ
の
経
験
を
生
か
し
、一
歩
で
も
俳
句
の
次
を

求
め
て
前
進
す
べ
き
か
と
。
こ
の
三
十
五
周
年
と
い

う
節
目
は
、
さ
ら
な
る
飛
躍
の
た
め
の
大
い
な
る
突

破
口
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

俳
句
は
世
界
的
に
も
類
を
見
な
い
最
短
の
詩
で
あ

る
。そ
の
特
徴
と
し
て
、ま
ず
は
記
憶
に
残
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
多
く
の
人
の
記
憶
に
遺
っ
て
こ
そ
、一

句
と
し
て
の
存
在
価
値
が
生
ま
れ
る
。
し
か
し
記
憶

は
時
間
と
共
に
風
化
す
る
。
ど
う
し
て
も
齢
を
重
ね

る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
、
忘
れ
る
と
い
う
現
象
は
防

ぎ
よ
う
が
な
い
。そ
こ
で
記
録
が
不
可
欠
に
な
る
。昨

年
、現
代
俳
句
協
会
で
七
十
周
年
記
念
に
出
版
さ
れ
た

「
昭
和
俳
句
作
品
年
表（
戦
前・
戦
中
篇
、戦
後
篇
）」な

ど
は
そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
。都
区
協
も

三
十
五
周
年
を
記
念
し
、合
同
句
集（
百
八
十
七
名
参

加
）を
上
梓
す
る
。「
記
憶
と
記
録
」こ
の
両
輪
が
揃
っ

て
こ
そ
、俳
句
の
存
在
は
永
遠
に
不
滅
と
な
る
の
で
は
。

　

ま
た
俳
句
は
そ
の
短
さ
ゆ
え
、
詠
み
手
と
読
み
手
、

す
な
わ
ち
作
り
手
と
鑑
賞
者
双
方
の
関
渉
に
よ
り
一

句
は
そ
の
輝
き
を
増
す
。
ど
ん
な
に
秀
逸
な
作
品
で

も
、
そ
れ
を
鑑
賞
す
る
強
力
な
読
み
手
が
い
な
い
事

に
は
、
一
句
の
価
値
は
半
減
す
る
。
逆
も
ま
た
真
で

あ
る
。
同
様
に
一
人
の
俳
人
の
中
に
も
そ
の
両
方
が

存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
詠
み
手
と
読
み

手
両
者
の
「
記
憶
と
記
録
」
に
遺
る
こ
と
こ
そ
、
こ

の
記
念
行
事
の
折
り
に
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業
基
金

募
集
の
お
願
い

平
成
三
十
年
五
月
二
十
六
日（
土
）に
記
念

俳
句
大
会
・
祝
賀
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
左
記
の
通
り
基
金
を
募
集

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
員
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

一
口　

一
、〇
〇
〇
円（
何
口
で
も
結
構
で
す
）

　
　

記
念
大
会
実
行
委
員
長　

松
澤　

雅
世

振
込
番
号

　

０
０
１
１
０
・
５
・
５
３
９
６
１
９

加
入
者
名　

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

＊
同
封
の
振
替
用
紙
を
ご
使
用
願
い
ま
す
。

　

�

郵
便
振
替
払
込
受
領
証
に
て
領
収
書
に
代

え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

基
金
担
当　
　

松
澤　

雅
世

三
十
口　
　
　
　

大
平　

星
雲　

松
澤　

雅
世

二
十
口　
　
　
　

松
田　

貞
男　

鈴
木　
　

明　

長
峰　

竹
芳

　

渡
邊　

嘉
幸

十
口　
　
　
　
　

櫻
木
美
保
子　

小
髙　

沙
羅　

吉
田　

健
治

　

阿
部　

晶
子　

佐
怒
賀
正
美　

石
山　

正
子　

遊
佐　

光
子

　

渡
邊
き
さ
子　

石
井　

英
彦　

中
本　

勝
美　

大
坪　

重
治

　

大
牧　
　

広　

二
村　

博
三　

渋
川　

京
子　

青
木　

栄
子

　

二
村　

博
三　

林　
　

暁
兵　

斎
藤　
　

藍　

石
垣　

久
良

　

布
施　

徳
子　

山
中　

正
己　

今
野　

龍
二　

赤
木
日
出
子

　

対
馬　

康
子　

柳
瀬　

亜
湖　

山
本　

敏
倖　

鈴
木　
　

明

　

伊
藤
二
三
子　

赤
城
日
出
子　

圓
山
ふ
さ
こ　

橋
本　

道
子

　

中
村　

里
子　

小
檜
山
繁
子　

小
檜
山
繁
子　

栗
原　

節
子

　

二
村　

博
三　

山
﨑　

百
花　

布
施　

徳
子

五
口　
　
　
　
　

石
井　

長
子　

水
落　

蘭
女　

小
桧
山
繁
子

　
宇
佐
美
ち
ゑ
子　

北
村
眞
貴
子　
長
谷
川
は
る
か　

圓
山
ふ
さ
こ

　

松
本　

秀
紀　

関
根　

誠
子　

吉
浜　

青
湖　

當
山　

孝
道

　

高
橋　

透
水　

行
川　

行
人　

篠　

貴
美
子　

加
藤　

光
樹

　

上
野　

貴
子　

西
本　

明
未　

大
橋　

愛
子　

石
口　
　

栄

　

石
口
り
ん
ご　

菊
地　

雅
子　

赤
澤　

敬
子　

角
田　

晴
俊

　

栗
原　

節
子　

大
山
実
知
子　

吉
田　

孝
子　

石
綿　

久
子

　

千
明　

素
子　

白
石
み
ず
き　

宮
崎　

敦
子　

川
名
つ
ぎ
お

　

山
口　

紀
子　

佐
藤　

洋
子　

松
隈
し
の
の　

北
村
眞
喜
子

　

千
明　

素
子　

芦
川　

り
さ　

富
田　

花
舟　

小
林
貴
美
子

　

柳
瀬　

亜
湖　

石
垣　

久
良　

野
明
と
し
子　

上
野　

貴
子

　
佐
々
木
い
つ
き　

高
橋　

透
水　

関
根　

誠
子　

広
田　

輝
子

　

佐
久
間
梨
江　

大
森　

和
子　

小
檜
山
繁
子　

山
口　

紀
子

三
口　
　
　
　
　

好
井　

由
江　

鈴
木
登
代
子　

平
田　

恒
子

　

鈴
木　

光
子　

安
田　

淳
子　

池
田　

澄
子　

瀬
藤　

芳
郎

　

桑
田　

真
琴　

河
原　

叔
子　

鈴
木　

淳
一　

宮
原　

光
女

　

倉
持
留
美
子　

加
藤
瑠
璃
子　

速
水　

禧
子　

遠
藤　

久
子

　

栗
田
希
代
子　

平
林　

孝
子　

高
原　

信
子　

相
沢　

幹
代

　

阿
部　

周
二　

鍬
守　

裕
子　

上
村
ツ
ネ
子　

鷲　

ケ
イ
ジ

　

古
谷
あ
や
を　

三
輪　

初
子　

伊
藤　

淳
子　

次
山　

和
子

　

関　
　

文
子　

石
川　

貞
夫　

穴
澤　

篤
子　

山
戸　

則
江

　

永
島　

靖
子　

小
平　
　

湖　

江
原　

玲
子　

白
岩　

絹
子

　

畑
乃　

武
子　

吉
田　

克
子　

高
島
正
比
古　

伊
藤
二
三
子

　

岡
野　

順
子　

中
村　

三
郎　

栗
原
か
つ
代　

諏
訪
部
典
子

　

岸
本　

陽
子　

壁
谷　

瑠
宇　

平
島　

俊
子　

坂
藤　

朋
夫

　

壁
谷　

瑠
宇　

桜
井　

了
子　

内
藤
み
の
る　

竹
内　

杉
菜

　

石
川　

貞
夫　

児
玉　

有
希　

有
馬　

英
子　

伊
達　

公
子

　

平
田　

恒
子　

小
湊
こ
ぎ
く　

依
光　

綾
子　

上
野　

貴
子

　

西
前　

千
恵　

石
川
登
志
子　

福
田　

葉
子　

尾
形　

郁
子

　

平
島　

俊
子　

神
田
美
千
留

二
口　
　
　
　
　

磯
部　

薫
子　

中
道　

秀
和　
す
ず
き
小
柚
子

　

内
藤
み
の
る　

長
谷
川
栄
子　

寺
町
志
津
子　

小
林　

幹
彦

　

川
西
茜
舟
女　

醍
醐　

鉄
哉　
い
ま
き
い
れ
尚
夫　

加
藤
千
恵
子

　

宮
川　
　

夏　

古
谷
あ
や
を　

渡
部　

愛
子　

大
橋　

愛
子

　

塚
越　

美
子　

棚
橋　

麗
未　

北
村
眞
喜
子　

五
十
嵐
迪
子

　

倉
本　
　

岬　

菊
池
ひ
ろ
こ　

菱
沼
多
美
子　

讃
岐　

幸
江

　

進
藤　

清
能　

伴
場
と
く
子　

長
尾　

幸
子　

渡
部　

愛
子

　

中
内　

火
星　

菊
池
ひ
ろ
こ　

利
光
知
恵
子　

石
堂
つ
ね
子

　

鈴
木
登
代
子　

関
戸　

信
治　

江
原　

玲
子　

伊
藤　

東
明

　

大
里　

卓
司　

進
藤　
　

清　

澤
田
倭
文
子　

土
田　

京
子

　

ま
る
き
み
さ　

加
藤
千
恵
子　

古
川　

塔
子　

山
口　

昭
義

　

大
山　

夏
子

一
口　
　
　
　
　

山
地
春
眠
子　

渥
美
人
和
子　

田
中
い
す
ず

　

大
高　

宏
允　

大
高　

洋
子　

瀬
川　

紅
司　

平
北
ハ
ジ
ム

　

仲
澤　

輝
子　

蔦　
　

悦
子　

吉
田　

慶
子　

中
野　

英
子

　

朝
賀
み
ど
り　

堀　
　
　

梢　

森
銅　

昭
夫　

山
地
春
眠
子

　

中
村　

誓
子　

栗
林　

幹
子　

桑
原　

泰
子

創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業
基
金
寄
付
者
芳
名

※
氏
名
の
重
複
は
複
数
の
寄
付
に
よ
る
た
め
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三
寒
四
温
の
温
の
日
で
天
候
に
も
恵
ま
れ
六
十
四

名
の
参
加
。
近
隣
三
地
区
よ
り
東
京
多
摩
地
区
現
代

俳
句
協
会
稲
吉
豊
事
務
局
長
、
神
奈
川
県
現
代
俳
句

協
会
鈴
木
和
代
副
会
長
、
千
葉
県
現
代
俳
句
協
会
高

橋
宗
史
事
務
局
長
の
来
賓
を
賜
り
、
定
刻
の
二
時
に

栗
原
節
子
副
幹
事
長
の
司
会
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。

　

開
会
の
言
葉
は
松
井
国
央
副
会
長
。「
都
区
協
は

初
代
会
長
か
ら
現
松
澤
雅
世
会
長
ま
で
、
会
の
目
的

は
人
材
の
発
掘
と
育
成
で
あ
る
。
さ
ら
に
豊
か
な
会

に
す
る
た
め
に
総
会
が
あ
る
」
と
挨
拶
。
続
い
て
松

澤
会
長
、
総
会
の
出
席
へ
の
御
礼
と
近
隣
三
地
区
の

来
賓
の
方
々
へ
御
礼
述
べ
ら
れ
た
。「
今
回
は
役
員

改
正
、
新
し
い
三
年
の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
。
さ
ら
に

五
月
二
十
六
日
（
土
）
に
は
都
区
協
三
十
五
周
年
の

記
念
俳
句
大
会
・
祝
賀
会
開
催
へ
の
参
加
と
協
力
を

お
願
い
す
る
」
と
挨
拶
。
長
峰
竹
芳
常
任
顧
問
の
挨

拶
と
続
い
た
。
近
隣
三
地
区
の
来
賓
の
御
祝
い
の
言

葉
を
戴
い
た
。

　

続
い
て
司
会
者
一
任
で
議
長
を
近
田
吉
幸
、
副
議

長
を
江
原
玲
子
の
両
氏
を
選
出
し
て
議
事
へ
。

第
一
号
議
案
・
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告

　
　
　
　
　
　

総
務
部
長　

山
本
敏
倖

第
二
号
議
案
・
平
成
二
十
九
年
度
収
支
報
告

　
　
　
　
　
　

会
計
部
長　

石
垣
久
良

　
　
　
　
　
　

会
計
監
査
報
告

　
　
　
　
　
　

監
査
役　

醍
醐
鉄
哉
・
田
付
賢
一

第
三
号
議
案
・
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
案

　
　
　
　
　
　

総
務
部
長　

山
本
敏
倖

第
四
号
議
案
・
平
成
三
十
年
度
収
支
予
算
案

　
　
　
　
　
　

会
計
部
長　

石
垣
久
良

第
五
号
議
案
・
役
員
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

幹
事
長　

青
木
栄
子

第
六
号
議
案
・
創
立
三
十
五
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

幹
事
長　

青
木
栄
子

以
上
各
議
案
は
満
場
の
拍
手
を
以
て
承
認
さ
れ
た
。

山
中
正
己
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
で
閉
会
。

　

休
憩
の
後
、一
句
持
寄
り
句
会
、司
会
は
今
野
龍
二

広
報
部
長
。
選
句
の
後
、
田
付
賢
一
現
俳
協
広
報
部

長
の
講
話
「
月
刊『
現
代
俳
句
』に
つ
い
て
」。
二
期

六
年
を
振
り
返
っ
て
の
苦
労
、
逸
話
等
を
披
露
し
た
。 　

広
田
輝
子
、
櫻
木
美
保
子
の
両
氏
の
披
講
の
後
、

特
別
選
者
の
特
選
句
に
短
冊
の
授
与
、
さ
ら
に
丁
寧

な
選
評
を
戴
い
た
。

　

成
績
発
表
は
票
は
小
高
沙
羅
事
業
部
長
か
ら
、
一

位
か
ら
三
十
位
ま
で
豪
華
賞
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　

六
時
か
ら
山
口
紀
子
組
織
部
長
の
司
会
で
懇
親
会
、

佐
怒
賀
正
美
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
、
中
村
和
弘

顧
問
の
乾
杯
で
暫
し
の
歓
談
。
四
十
四
名
の
参
加
者

の
懇
親
を
深
め
た
と
こ
ろ
で
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
。

長
谷
川
は
る
か
企
画
部
長
、
中
内
火
星
幹
事
、
上
野

貴
子
幹
事
、
高
橋
透
水
幹
事
の
絶
妙
の
進
行
で
懇
親

会
を
盛
り
上
げ
た
。
松
田
貞
男
副
幹
事
長
の
閉
会
の

挨
拶
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

平
成
三
十
年
度　

定
時
総
会　

三
月
十
一
日
（
土
）　

於 

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
26
階
・
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
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特
別
選
者
選　

参
加
作
品
及
び
成
績
は
次
の
通
り　

《
選
者
特
選
句
》（
頭
の
番
号
は
入
選
順
位
）

　
　

松
澤
　
雅
世
　
特
選
・
鈴
木
　
和
代
　
特
選

　
　

ダ
イ
ゴ
鉄
哉
　
特
選
・
江
原
　
玲
子
　
特
選

１
春
光
を
ち
ぎ
っ
て
曲
げ
て
飴
細
工�

鍬
守　

裕
子

　
　

稲
吉
　
豊
　
　
特
選

６
親
指
は
兜
太
の
す
が
た
春
北
風�
松
田
ひ
ろ
む

　
　

高
橋
　
宗
史
　
特
選

　

赤
道
は
魂
帯
び
虹
に
兜
太
呼
ぶ�

佐
怒
賀
正
美

　
　

松
井
　
国
央
　
特
選

20
六
時
に
は
少
し
間
の
あ
る
春
シ
ョ
ー
ル�

稲
吉　
　

豊

　
　

佐
怒
賀
正
美
　
特
選

　

親
に
見
放
さ
れ
る
ぐ
ら
い
花
吹
雪�

中
内　

火
星

　
　

山
中
　
正
己
　
特
選

　

人
生
は
記
憶
の
欠
片
土
筆
生
え�

長
峰　

竹
芳

　
　

青
木
　
栄
子
　
特
選

13
梅
散
っ
て
闘
い
つ
づ
く
兜
太
の
書�

栗
原
か
つ
代

　
　

長
峰
　
竹
芳
　
特
選

16
青
空
を
知
ら
ぬ
風
船
突
い
て
お
り�

櫻
木
美
保
子

　
　

佐
々
木
い
つ
き
特
選

９
謄
本
も
墓
も
流
れ
た
弥
生
か
な�

小
林　

和
子

　
　

松
田
ひ
ろ
む
　
特
選

14
や
わ
ら
か
く
着
て
三
月
を
踊
ろ
う
よ�

今
野　

龍
二

　
　

田
付
　
賢
一
　
特
選

　

微
分
積
分
前
頭
葉
に
桃
満
開�

江
原　

玲
子

　
　

近
田
　
吉
幸
　
特
選

３
眼
差
は
い
つ
も
被
災
地
燕
来
る�

上
野　

英
一

《
参
加
作
品
》（
高
点
三
十
句
・
以
下
順
不
同
）

１
春
光
を
ち
ぎ
っ
て
曲
げ
て
飴
細
工�

鍬
守　

裕
子

２
青
き
踏
む
今
日
の
行
き
た
い
所
ま
で�

小
髙　

沙
羅

３
眼
差
は
い
つ
も
被
災
地
燕
来
る�

上
野　

英
一

４
に
ん
げ
ん
の
行
間
を
抜
け
木
の
芽
風�

山
本　

敏
倖

５
本
能
の
一
番
底
に
春
の
土�

山
戸　

則
江

６
親
指
は
兜
太
の
す
が
た
春
北
風�

松
田
ひ
ろ
む

７
戦
争
も
戦
後
も
兜
太
鳥
帰
る�

青
木　

栄
子

８
梅
咲
い
て
青
鮫
海
に
帰
る
時�

磯
部　

薫
子

９
謄
本
も
墓
も
流
れ
た
弥
生
か
な�

小
林　

和
子

10
囀
や
こ
と
ば
の
画
廊
を
始
め
ま
す�

土
屋　

秀
夫

11
蛇
穴
を
出
て
一
匹
は
臍
曲
が
り�

松
澤　

雅
世

12
指
切
り
を
し
た
筈
さ
く
ら
咲
い
た
筈�

塚
越　

美
子

13
梅
散
っ
て
闘
い
つ
づ
く
兜
太
の
書�

栗
原
か
つ
代

14
や
わ
ら
か
く
着
て
三
月
を
踊
ろ
う
よ�

今
野　

龍
二

15
木
の
芽
吹
く
今
日
と
い
う
日
は
今
日
か
ぎ
り�

白
石
み
ず
き

16
青
空
を
知
ら
ぬ
風
船
突
い
て
お
り�
櫻
木
美
保
子

17
し
み
じ
み
と
生
き
し
み
じ
み
と
桜
咲
く�
宮　
　

沢
子

18
ど
こ
ま
で
も
歩
け
る
予
感
木
の
芽
風�

山
口　

紀
子

19
異
次
元
に
迷
い
込
み
そ
う
月
朧�

水
落　

蘭
女

20
六
時
に
は
少
し
間
の
あ
る
春
シ
ョ
ー
ル�

稲
吉　
　

豊

21
春
雷
や
兜
太
野
太
き
反
戦
歌�

宮
川　
　

夏

22
大
川
へ
捧
ぐ
鎮
魂
空
襲
忌�

山
口　

昭
義

23
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
の
弾
く
春
の
雨�

長
谷
川
は
る
か

24
新
し
い
靴
買
お
う
か
な
四
月
来
る�

山
中　

正
己

25
三
遷
と
言
う
も
蛙
の
子
は
蛙�

石
口
り
ん
ご

26
木
の
花
と
噴
火
地
球
は
生
き
て
い
る�

大
橋　

愛
子

27
再
診
は
陰
性
と
な
り
風
光
る�

高
橋　

透
水

28
仕
舞
湯
は
い
つ
も
母
な
り
種
浸
す�

石
口　
　

榮

29
初
虹
や
人
工
レ
ン
ズ
で
結
ぶ
像�

次
山　

和
子

30
命
日
の
遠
き
高
き
を
鳥
帰
る�

赤
澤　

敬
子

　

秩
父
路
や
木
霊
す
兜
太
春
た
て
り�

二
村　

博
三

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
小
鬼
泣
き
出
す
節
分
会�

大
山
実
知
子

　

半
島
の
水
温
み
け
り
オ
リ
ン
ピッ
ク�

松
本　

秀
紀

　

春
昼
の
時
間
を
潰
す
ブ
ッ
ク
カ
フェ�

飛
永
百
合
子

　

こ
の
雨
は
私
の
涙
や
ぶ
つ
ば
き�

岡
崎　

久
子

　

紅
梅
の
陽
に
映
え
て
今
散
り
初
め
ぬ�

小
松　

雅
子

　

戦
す
な
白
寿
兜
太
や
春
浅
し�

今
井
ま
き
子

　

微
分
積
分
前
頭
葉
に
桃
満
開�

江
原　

玲
子

　

三
界
へ
三
陸
若
布
戻
し
た
り�

松
井　

国
央

　

絵
の
よ
う
な
蛙
合
戦
囃
そ
う
か�

古
川　

塔
子

　

風
花
の
街
大
き
く
て
深
い
穴�

栗
原　

節
子

　

雪
女
郎
あ
ま
た
残
し
て
兜
太
逝
く�

今
村
た
か
し

定
時
総
会　

一
句
持
寄
句
会
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菜
種
東
風
こ
の
世
の
ち
の
世
七
年
目�

上
野　

貴
子

　

慣
れ
過
ぎ
た
機
器
の
故
障
や
春
の
雷�

長
尾　

幸
子

　

赤
道
は
魂
帯
び
虹
に
兜
太
呼
ぶ�

佐
怒
賀
正
美

　

春
風
や
稚
児
の
肌
着
柔
か
し�

中
本　

勝
美

　

逆
境
に
つ
な
が
る
ど
こ
も
花
菜
か
な�

松
田　

貞
男

　

平
和
と
は
園
児
に
向
け
る
春
の
笑
み�

田
付　

賢
一

　

動
線
は
浪
江
の
庇
初
つ
ば
め�

相
沢　

幹
代

　

菜
の
海
に
夷
陽
鉄
道
泳
ぎ
け
り�
近
田　

吉
幸

　

虫
穴
を
出
る
塞
が
れ
し
着
地
点�
佐
々
木
い
つ
き

　

一
雨
に
触
れ
て
順
調
木
の
芽
立
つ�
石
垣　

久
良

　

学
問
の
不
偏
不
党
を
こ
ぶ
し
空�

高
橋　

宗
史

　

三
月
の
ツ
ナ
ミ
万
国
共
通
語�

鈴
木　

光
子

　

真
っ
向
に
燃
ゆ
る
山
あ
り
三
月
来�

広
田　

輝
子

　

大
志
抱
き
燃
や
す
命
へ
木
の
芽
吹
く�

鈴
木　

和
代

　
雪
よ
も
う
す
こ
し
や
さ
し
く
な
れ
な
い
か�

北
村
真
貴
子

　

親
に
見
放
さ
れ
る
ぐ
ら
い
花
吹
雪�

中
内　

火
星

　

戦
争
の
記
憶
今
な
お
梅
咲
い
て�

石
綿　

久
子

　

兜
太
逝
く
舫
ふ
戦
後
よ
涅
槃
西
風�

小
池
里
龍
江

　

青
鮫
の
哭
く
白
梅
の
点
す
道�

西
本　

明
未

　

菜
の
花
を
和
え
物
に
し
て
ハ
イ
ボ
ー
ル�

ダ
イ
ゴ
鉄
哉

　

人
生
は
記
憶
の
欠
片
土
筆
生
え�

長
峰　

竹
芳

　

下
萌
に
旗
幟
鮮
明
に
し
た
る
か
な�

瀬
藤　

芳
郎

　

漣
に
広
が
っ
て
ゆ
く
早
春
譜�

石
井　

長
子

　
　
（
小
髙　

沙
羅
・
記
）

　

次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
を
。

実
施
日　

�

平
成
三
十
年
六
月
五
日（
火
）

吟
行
場
所　

東
京
駅
周
辺
（
受
付
後
、
自
由
吟
行
）�

《
見
ど
こ
ろ
》

東
京
駅
舎（
煉
瓦
造
）東
京
駅
前
広
場
、御
幸
通
り
、

皇
居
前
広
場
、入
園
は
無
料
。丸
ビ
ル
。Ｊ
Ｐ
タ
ワ

ー
学
術
文
化
総
合
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ

ビ
ル
２
・３
Ｆ
）入
場
無
料
。
三
菱
一
号
館
美
術
館
。

丸
の
内
仲
通
り
。
明
治
生
命
館（
重
要
文
化
財
）。

集　
　

合　

Ｊ
Ｒ
東
京
駅
丸
の
内
北
口
改
札
前

　
　
　
　
　

午
前
十
時

参
加
申
込　

事
務
局
宛  

葉
書・Ｆ
Ａ
Ｘ
・Ｅ
メ
ー
ル
。

　
　
　
　
　

参
加
者
住
所
・氏
名
・電
話
番
号
明
記

会　
　

費　

千
円
（
通
信
費
・
賞
品
代
）

申
込
締
切　

六
月
四
日
（
月
）

投　
　

句　

嘱
目
２
句　

出
句
締
切　

六
月
十
二
日
（
火
）
必
着

　
　
　
　
　

事
務
局
宛  

葉
書・Ｆ
Ａ
Ｘ
・Ｅ
メ
ー
ル
。

選　
　

句　

 

後
日
参
加
者
に
作
品
集
を
送
付
し
、選
句

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。互
選
、特
別
選

者
選
に
よ
り
、入
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

顕　
　

彰　

 

都
区
協
会
報
に
結
果
を
発
表
し
、入
賞

者
に
賞
品
を
送
付
し
ま
す
。

事
務
局　

企
画
部  

栗
原
か
つ
代

　
　
　

167
―0052�

杉
並
区
南
荻
窪
一
―二
九
―二
二

　
　
　
　
　

℡
／
Fax
０
３
―３
３
３
３
―２
３
０
６

Ｅ
メ
ー
ル�hirunezam

e@
gm
ail.com

春
の
吟
行
＆
通
信
句
会
の
ご
案
内

会　
　

長　

松
澤　

雅
世

副
会
長　

�

松
井　

国
央
・
佐
怒
賀
正
美

　
　
　
　
　

青
木　

栄
子（
新
）

幹
事
長　

山
本　

敏
倖（
新
）

副
幹
事
長　

栗
原��

節
子
・
松
田��

貞
男
・
小
髙��

沙
羅（
新
）

総
務
部
長　

今
野　

龍
二（
新
）

会
計
部
長　

石
垣　

久
良

広
報
部
長　

中
内　

火
星（
新
）

事
業
部
長　

長
谷
川
は
る
か（
新
）

企
画
部
長　

栗
原
か
つ
代（
新
）

組
織
部
長　

宮
川　
　

夏（
新
）

研
修
部
長　

今
村
た
か
し（
新
）

幹　
　

事　

赤
澤　

敬
子
・
五＊
十
嵐
秀
山
・
磯＊
部　

薫
子

*

＊
は
新
任　
＊
　

上
＊
＊

野　

英
一
・
上
野　

貴
子
・
江＊
原　

玲
子

　
　
　
　
　

大

＊

＊

山
実
知
子
・
櫻
木
美
保
子
・
白
石
み
ず
き

　
　
　
　
　

鈴
木　

光
子
・
瀬＊
藤　

芳
郎
・
高
橋　

透
水

　
　
　
　
　

近

＊

＊

田　

吉
幸
・
長＊
尾　

幸
子
・
西
本　

明
未

　
　
　
　
　

広
田　

輝
子
・
山
﨑　

百
花
・
山
戸　

則
江

参　
　

与　

山
口　

紀
子（
新
）

監　
　

査　

ダ
イ
ゴ
鉄
哉
・
田
付　

賢
一

特
別
顧
問　

長
峰　

竹
芳（
新
）

常
任
顧
問　

山
中　

正
己（
新
）

顧　
　

問　

加
藤　

光
樹
・
加
藤
瑠
璃
子
・
中
村　

和
弘

　
　
　
　
　

布
施　

徳
子
・
松
田
ひ
ろ
む
・
佐
々
木
いつ
き

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
役
員（
平
成
30
年
度
）
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数
日
前
ま
で
残
雪
の
心
配
を
し
て
い
た
が
、
久
し

振
り
に
晴
れ
あ
が
り
、
暖
か
い
吟
行
日
和
と
な
っ
た
。

　

池
上
梅
園
は
池
上
本
門
寺
の
西
に
あ
り
丘
陵
斜

面
を
利
用
し
た
静
か
な
梅
園
で
、
紅
梅
を
中
心
に

二
百
二
十
本
、
白
梅
百
五
十
本
を
数
え
る
。
三
十
余

種
の
そ
れ
ぞ
れ
に
名
札
が
付
い
て
い
る
。「
緑
萼
枝

垂
。
思
い
の
ま
ま
。
藤
牡
丹
枝
垂
。
座
論
梅
。
八
重

揚
羽
」
が
梅
園
お
す
す
め
と
か
。
区
花
が
梅
で
あ
る

こ
と
か
ら
毎
年
綺
麗
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

句
会
場
の
池
上
会
館
へ
は
梅
園
か
ら
徒
歩
二
十
分
。

出
句
締
切
十
二
時
半
、
開
会
十
三
時
の
予
定
通
り
に

始
ま
る
。
開
会
に
先
立
ち
金
子
兜
太
、
長
久
保
通
繪

の
両
氏
に
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

講
話
は
松
田
貞
男
副
幹
事
長
に
よ
る「
人
生
雑
感
」

山
梨
県
の
身
延
で
う
ま
れ
、
母
親
が
病
弱
で
お
ば
さ

ん
に
育
て
ら
れ
ら
れ
た
と
、
淡
々
と
話
し
始
め
た
。

身
延
山
の
僧
侶
に
絵
を
誉
め
ら
れ
、
団
扇
に
絵
を
描

い
て
は
店
に
卸
し
て
い
た
と
言
う
。
人
生
の
様
々
の

場
面
で
身
延
山
の
僧
侶
に
物
心
両
面
で
助
け
ら
れ
て

現
在
に
至
る
ま
で
日
蓮
宗
の
教
え
に
頼
っ
て
充
実
し

た
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
講
話
を
頂
い
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
五
十
六
名
と
多
く
の
皆
様
に
来

て
頂
い
た
、
懇
親
会
も
二
十
六
名
の
参
加
で
春
の
一

日
を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
。

《
特
別
選
者
・
特
選
句
》

　
　

渡
邉
　
嘉
幸
　
顧
問

枝
垂
れ
梅
ひ
ら
か
な
散
ら
す
余
白
か
な�

北
迫　

正
男

　
　

山
中
　
正
己
　
副
会
長

白
梅
や
呼
気
や
わ
ら
か
く
近
寄
り
ぬ　

青
木　

栄
子

　
　

栗
原
　
節
子
　
副
幹
事
長

見
上
げ
た
る
梅
お
だ
や
か
な
空
が
あ
る�

山
口　

紀
子

　
　

山
本
　
敏
倖
　
総
務
部
長

枝
垂
れ
梅
ひ
ら
か
な
散
ら
す
余
白
か
な�

北
迫　

正
男

　
　

今
野
　
龍
二
　
広
報
部
長

青
鮫
の
ま
だ
見
つ
か
ら
ず
梅
の
花　
　

今
村
た
か
し

　
　

小
髙
　
沙
羅
　
事
業
部
長

追
憶
の
兜
太
は
風
に
梅
真
白�

高
橋　

透
水

　
　

長
谷
川
は
る
か
　
企
画
部
長

青
鮫
も
人
も
来
て
い
る
梅
日
和�

今
野　

龍
二

　
　

山
口
　
紀
子
　
組
織
部
長

音
ま
る
く
な
る
き
さ
ら
ぎ
の
水
の
際�
栗
原　

節
子

《
参
加
作
品
》（
高
点
順
）

１
土
踏
ま
ず
だ
け
が
す
こ
や
か
梅
み
ご
ろ�

白
石
み
ず
き

２
梅
の
香
や
秩
父
音
頭
が
耳
底
に�

江
原　

玲
子

３
白
梅
の
一
樹
ふ
わ
り
と
通
繪
さ
ん　

栗
原
か
つ
代

４
乱
筆
の
句
帳
の
余
白
梅
香
る�

小
林　

和
子

５
青
鮫
も
人
も
来
て
い
る
梅
日
和�

今
野　

龍
二

６
何
も
か
も
過
去
形
に
な
る
座
論
梅�

小
髙　

沙
羅

７
白
梅
の
ど
こ
に
触
れ
て
も
兜
太
か
な�

青
木　

栄
子

８
年
を
と
る
途
中
が
た
の
し
紅
い
梅�

栗
原　

節
子

９
白
梅
に
佇
ち
耳
た
ぶ
の
湿
り
か
な　

門
野
ミ
キ
子

10
枝
垂
れ
梅
ひ
ら
か
な
散
ら
す
余
白
か
な

�

北
迫　

正
男

11
梅
ふ
ふ
む
空
に
切
取
り
線
の
あ
り�

長
谷
川
は
る
か

12
振
り
向
け
ば
兜
太
・
楸
邨
座
論
梅�

平
林　

孝
子

13
生
き
む
か
な
古
木
の
梅
に
花
二
輪�

古
谷
あ
や
を

14
逆
光
の
梅
を
見
て
い
る
に
ぎ
り
飯�

桐
山　

芽
ぐ

15
目
の
前
の
梅
と
五
感
で
対
峙
す
る�

ダ
イ
ゴ
鉄
哉

16
梅
六
分
人
に
は
見
せ
ぬ
恋
み
く
じ�

山
中　

正
己

17
純
白
は
胸
痛
む
色
二
月
逝
く�

菅
沼　

葉
二

18
白
梅
や
い
ま
あ
な
た
だ
け
み
え
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
秀
山

19
裂
幹
に
闇
を
埋
め
て
臥
竜
梅�

鈴
木　

光
子

20
雪
吊
の
裾
を
覗
き
見
し
て
い
た
り　

小
湊
こ
ぎ
く

21
松
吊
り
の
手
持
ち
無
沙
汰
や
二
月
逝
く　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
チ
ヱ
女

22
飄
々
と
梅
は
咲
い
た
り
散
る
凡
夫�

松
田　

貞
男

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
吟
行
会

平
成
三
十
年
二
月
二
十
四
日　

於
・
大
田
区
立
池
上
梅
園
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23
座
論
梅
は
じ
め
は
人
の
肩
ご
し
に　

水
田
千
恵
子

24
追
憶
の
兜
太
は
風
に
梅
真
白�

高
橋　

透
水

25
青
鮫
の
ま
だ
見
つ
か
ら
ず
梅
の
花　

今
村
た
か
し

26
ポ
ケ
ッ
ト
の
拳
ほ
ぐ
れ
る
ク
ロ
ッ
カ
ス

�

吉
田　

豊
子

27
見
上
げ
た
る
梅
お
だ
や
か
な
空
が
あ
る

�

山
口　

紀
子

28
水
琴
窟
鳴
ら
し
て
ほ
の
と
か
す
み
け
り

�
吉
田
香
津
代

29
梅
咲
い
て
兜
太
と
願
う
平
和
か
な�
石
田　

弥
生

30
七
十
歳
は
七
十
歳
の
遊
び
座
論
梅�

増
田　

萌
子

　
（
以
下
順
不
同
）

万
葉
人
に
似
て
非
な
る
か
な
梅
日
和

�

松
澤　

雅
世

せ
せ
ら
ぎ
の
音
も
艶
め
く
春
の
声�

渡
邉　

嘉
幸

豊
艶
な
寒
紅
梅
に
立
ち
竦
む�

三
上　
　

孝

梅
の
香
の
縦
横
無
尽
の
中
に
い
る�

山
本　

敏
倖

完
璧
な
梅
園
不
用
の
誉
め
言
葉�

赤
澤　

敬
子

一
人
づ
つ
来
て
全
山
に
咲
か
す
梅�

広
田　

輝
子

開
き
て
も
食
べ
る
話
や
蕗
の
薹�

長
尾　

幸
子

口
紅
を
緋
色
に
変
へ
て
梅
句
会�

大
山
実
知
子

知
ら
ぬ
ま
に
う
す
味
慣
れ
し
梅
真
白

�

讃
岐　

幸
江

手
に
何
も
持
た
ぬ
一
日
座
論
梅�

櫻
井　

了
子

紅
梅
と
は
内
侍
の
名
な
り
町
し
づ
か

�

上
野　

英
一

紅
梅
の
枝
ぶ
り
に
見
る
顔
と
顔�

上
野　

貴
子

梅
咲
い
て
玉
手
箱
め
く
兜
門�

早
瀬　

恵
子

見
下
ろ
せ
ば
春
告
草
や
波
の
泡�

近
田　

吉
幸

爪
立
ち
て
梅
の
香
探
る
ス
ニ
ー
カ
ー

�

石
井　

誠
子

梅
園
や
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
づ
め
の
資
本
主
義

�

中
内　

火
星

梅
咲
い
て
丘
陵
の
艶
め
く
日
和
か
な

�

宮
川　
　

夏

青
空
に
か
ざ
す
眼
鏡
や
梅
林�

櫻
木
美
保
子

久
々
の
こ
ぼ
れ
る
梅
見
た
だ
仰
ぐ�

村
田　

耕
作

日
常
の
雑
事
忘
れ
る
梅
の
香
よ�

出
口　

盈
子

梅
桜
順
番
よ
ろ
し
く
咲
い
て
く
れ�

寺
島　

正
秀

摘
み
取
っ
て
口
に
入
れ
た
し
八
重
の
梅

�

冨
塚　

聡
子

老
梅
の
緑
青
の
幹
父
想
う�

伊
藤　

純
子

膨
ら
み
が
破
裂
す
ん
ぜ
ん
八
重
揚
羽

�

山
口　

慶
子

座
論
梅
女
人
と
り
と
め
な
き
会
話�

永
野　

了
子

白
梅
に
喜
び
間
も
な
く
紅
梅�
前
田　

光
江

（
平
林
孝
子
・
記
）

開
催
日
時　

�

平
成
三
十
年
七
月
六
日（
金
）

吟
行
場
所　

�

漱
石
山
房
記
念
館
と
そ
の
公
園（
自
由

散
策
）新
宿
区
早
稲
田
南
町
７
番
地

　

電　
　

話　

０
３
―３
２
０
５
―０
２
０
９

　

ア
ク
セ
ス　

�

地
下
鉄
東
西
線
早
稲
田
駅（
１
番
出

口
）よ
り
徒
歩
10
分

　
　
　
　
　
　

�

都
営
バ
ス（
白
61
）牛
込
保
険
セ
ン

タ
ー
よ
り
徒
歩
２
分

句
会
場　

高
田
馬
場
Ｆ
Ｉ
ビ
ル
８
階

　
　
　
　
　（
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
あ
る
ビ
ル
）

句
会
場
へ
の 

交
通　

東
西
線
早
稲
田
駅
乗
車
、高
田

馬
場
駅
下
車
（
５
番
出
口
）

受
付
開
始　

十
二
時
半
（
十
二
時
よ
り
入
場
可
）

出
句
締
切　

十
三
時　

嘱
目
二
句

開　
　

会　

 

十
三
時
半

講　
　

話　

 

現
代
俳
句
協
会　

山
中
正
己
先
生

句
会
費　

千
円　

上
位
三
十
位
に
賞
品

懇
親
会
場　

 

同
ビ
ル
２
階
・
小
豆
島
大
儀　

懇
親

会
費
三
千
円

参
加
申
込　

六
月
二
十
五
日
ま
で

問
合
せ
申
し
込
み
先
は

中
内　

火
星　

℡
／
Fax
０
３
―３
４
４
０
―４
４
７
９

　

〒
150
―0013　

渋
谷
区
恵
比
寿
二
―三
三
―五
―二
〇
二

高
橋　

透
水　

℡
０
９
０
―３
２
３
１
―０
２
４
１

　

〒
164
―0002　

中
野
区
上
高
田
四
―十
七
―一
―９
０
７

鈴
木　

光
子　

℡
／
Fax
０
３
―３
９
２
６
―０
６
５
３

　

〒
165
―0031　

中
野
区
上
鷺
宮
一
―四
―六

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
吟
行
会
の
ご
案
内
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現
代
俳
句
協
会
名
誉
会
長　

金
子 

兜
太 

先
生

平
成
三
十
年
二
月
二
十
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。　　

享
年
九
十
八
歳

《
高
得
点
句
》

晩
年
や
鮟
鱇
ほ
ど
の
気
楽
さ
で�

青
木　

栄
子

木
や
石
に
佇
ま
い
あ
り
淑
気
か
な�

西
本　

明
未

気
の
利
か
ぬ
男
の
気
遣
い
三
ケ
日�

ダ
イ
ゴ
鉄
哉

伊
勢
海
老
に
極
る
日
本
の
祝
い
色�

�
広
田　

輝
子

《
参
加
作
品
》（
順
不
同
）　

伊
勢
海
老
の
百
歳
時
代
に
負
け
ぬ
髭�

次
山　

和
子

伊
勢
海
老
や
世
代
交
代
す
る
も
の
か�

江
原　

玲
子

伊
勢
海
老
や
と
も
に
歩
ん
で
妻
に
髭�

櫻
木
美
保
子

冬
日
向
利
か
ん
気
だ
け
で
生
き
抜
い
た�

相
沢　

幹
代

元
旦
を
箸
で
つ
ま
ん
で
天
気
に
す�

山
本　

敏
倖

伊
勢
海
老
や
持
て
は
や
さ
れ
て
赤
く
な
る�

小
髙　

沙
羅

伊
勢
海
老
の
見
る
夢
を
誰
も
知
ら
な
い�

中
内　

火
星

伊
勢
海
老
や
遊
び
ご
こ
ろ
で
生
き
て
い
る�

松
田　

貞
男

伊
勢
海
老
や
い
ま
い
ま
し
き
は
加
齢
な
り�

白
石
み
ず
き

松
過
ぎ
の
気
力
漲
る
句
会
か
な�

高
橋　

透
水

一
族
に
気
が
か
り
の
人
年
賀
状�

赤
澤　

敬
子

伊
勢
海
老
は
怪
獣
ご
っ
こ
の
仲
間
で
す�

山
口　

紀
子

キ
リ
ス
ト
と
同
じ
伊
勢
海
老
の
受
難�

鍬
守　

裕
子��

遥
拝
で
済
ま
す
伊
勢
海
老
富
士
筑
波�

今
野　

龍
二

寒
紅
や
気
の
良
い
女
だ
け
ら
し
い�

栗
原
か
つ
代

小
気
味
よ
く
混
み
合
う
新
宿
木
の
芽
風�

棚
橋　

麗
未

芭
蕉
庵
気
の
満
ち
満
ち
て
初
御
空�

宮
川　
　

夏

名
刹
へ
近
づ
く
に
つ
れ
淑
気
満
つ�

上
野　

英
一

伊
勢
海
老
の
髭
の
翁
矍
鑠
と�

荒
井　

良
明

伊
勢
海
老
の
座
る
千
年
神
の
飯�

北
村
真
貴
子

伊
勢
海
老
の
縁
起
持
ち
上
げ
浜
の
漁
夫�

上
野　

貴
子

鏡
中
の
己
が
顔
の
淑
気
か
な�

小
林　

和
子

（
山
口　

紀
子
・
記
）

受
贈
深
謝　

平
成　

年
分

福
岡
県
・
山
口
県
・
千
葉
県
・
甲
信
地
区
・

鳥
取
県
・
群
馬
県
・
鹿
児
島
県
・
茨
城
県
・

宮
崎
県
・
富
山
県
・
大
分
県
・
山
形
県
・

東
京
多
摩
・
愛
媛
県
・
北
北
海
道
・
新
潟
県
・

徳
島
県
・
関　

西
・
中
北
海
道
・
広
島
県
・

石
川
県
・
神
奈
川
県
・
第
二
十
五
回
福
岡
県

現
代
俳
句
作
品
集
・
岡
山
県
・
平
成
二
十
九

年
度
千
葉
県
俳
句
大
会
作
品
集
・
沖
縄
県
・

第
十
二
回
富
山
県
ジ
ュ
ニ
ア
俳
句
大
会
作
品

集
・
埼
玉
県
・
島
根
県
・
宮
城
県

編
集
後
記

　

三
月
十
一
日
、
定
時
総
会
も
無
事
に
終
わ
っ
た
。

新
役
員
が
決
定
し
て
、
私
今
野
龍
二
に
替
わ
り
広
報

部
長
は
中
内
火
星
氏
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

在
任
中
は
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
を
戴
き
感
謝
を

申
し
上
げ
る
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　

　

�

今
野
龍
二

広
報
部
・
編
集
室　

〒
121–

0813

　

足
立
区
竹
の
塚
一
︱
二
八
︱
一
七

　

今
野　

龍
二
方

TEL
・
FAX
〇
三
︱
三
八
五
九
︱
九
三
〇
四

Ｅ
メ
ー
ル　

r.im
ano563@

gm
ail.com

第
十
五
回
高
田
馬
場
冬
句
会
報
告

　

平
成
三
十
年
一
月
九
日
（
火
）

　
　

兼
題
「
伊
勢
海
老
」・
席
題
「
気
」

日　
　

時　
�

平
成
三
十
年
七
月
三
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時
よ
り　

会　
　

費　

千
円

場　
　

所　

高
田
馬
場
駅
南
口
Ｆ
１
ビ
ル
８
階

兼　
　

題　
「
浮
い
て
来
い
・
浮
人
形
」

参
加
申
込　

宮
川 

夏�
０
８
０-
３
４
５
２-

２
５
７
７

高
田
馬
場
句
会
「
夏
」
の
御
案
内

29

哀 悼


